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施設名（施設数） 広島市南区民文化センター（１） 5段階評価 

（前年度評価） 

A(S) 
指定管理者 (公財)広島市文化財団 

施設所管課 市民局文化振興課 ☑公募  □非公募 

 

令和３年度の状況 評価 

① 業務の実施状況（配置人員（４月１日現在）７人） 
一つの項目（配置人員及び職員研修の実施状況等）について「×」で、その他の項目は

「〇」であった。 
時間単位の年次有給休暇に関する協定書を、常時各事業所の見やすい場所に掲示し、又

は備え付ける等の方法により労働者に周知させていなかったため、7 月 9 日に広島中央労
働基準監督署から是正勧告を受けた。 
勧告日に直ちに時間単位の年次有給休暇に関する協定書を事務所内に掲示して是正を行

っており、現在は関係法令を遵守している。 
 

a 

② 施設の利用状況 
ア 利用者数等 

目標利用率（ｱ） 利用率実績（ｲ） 差引 (ｲ)－(ｱ) 達成率 (ｲ)/(ｱ) 
58.6％ 32.6％ △26.0％ 55.6％ 

  ※ 前年度実績 29.6％ （増減 3.0％） 
※ 利用率の考え方 
・ホール：利用回数（区分）/（3回（午前・午後・夜間）×開館日数） 
・諸室：利用回数（区分）/（3回（3時間を 1単位）×施設（室）数×開館日数） 

 
イ 利用促進策等の実施状況 
(ｱ) 広報等の充実（チラシの配布、ホームページの充実等） 

    (ｲ) 指定管理者の提案による取組 
ａ 開館時間の延長 

      ホール、スタジオ、諸室（ホール、スタジオとの一体利用の場合） 
      9:00～21:00 → 8:00～22:00 
    ｂ 開館日の拡大 
     ・ 休館日（月）が祝日に当たった場合の振替休館日を撤廃 
     ・ 休館日にホールの使用申込みがあった場合は協議のうえ開館 
     ｃ ホール等の利用料金の割引等 
     ・ 利用日の 1か月前からの予約の場合で客席を使用しないホール利用について、

料金を割引 
     ・ 大広間の利用料金を引下げ 

    ・ 音楽室のステレオ、電子オルガン、ホールの映写機、コントラバス用椅子の料
金を無料化 

    ｄ 利用日の 6か月前からの予約の場合、連続して予約できる日数を 3日から 7日に
延長 

ｅ インターネットによる施設利用状況（空き状況）の提供 
ｆ 利用者の要望に応え、会議室等にＷｉ-Ｆｉや設備・備品の整備を行うとともに、
地域イベント情報の発信への協力や切手・生花販売、インターネット接続・ＦＡＸ
サービス等を実施した。 

(ｳ) その他 
区民に文化芸術の体験・鑑賞の機会を提供し、施設の利用促進を図るため、各種イ

ベントを実施した。 
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③ 利用者の満足度 
 
 
 
 

 

アンケート回答数 
満足 不満 

ふつう 
満足 やや満足 やや不満 不満 

321件 
71.4％ 17.9％ 2.1％ 0.0％ 

8.6％ 
89.3％ 2.1％ 
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（参考）指定管理料等の収支状況（令和３年度） 

区分 計画（ｱ） 実績（ｲ） 
差引 

（ｲ）－（ｱ） 
収入（a） 1億 2,204万 6千円 1億 3,216万 9千円 1,012万 3千円 
 指定管理料 8,133万円 9,370万 7千円 1,237万 7千円 
 利用料金 4,018万 9千円 2,466万 4千円 △1,552万 5千円 

 
その他 52万 7千円 1,379万 8千円 1,327万 1千円 
 前年度繰越金 0千円 1,198万 7千円 1,198万 7千円 

  負担金収入等 46万 7千円 11万 7千円 △35万円 
  民間等補助金収入等 0千円 169万 4千円 169万 4千円 
  広告料収入 6万円 0千円 △6万円 
支出（b） 1億 2,204万 6千円 1億 224万 1千円 △1,980万 5千円 
 管理運営費等 1億 2,204万 6千円 1億 224万 1千円 △1,980万 5千円 
差引（a）－（b） 0千円 2,992万 8千円 2,992万 8千円 
 次年度繰越金 0千円 2,992万 8千円 2,992万 8千円 
・ 新型コロナウイルス感染症の影響により利用料金の減収が生じたため、利用料金減収相当額に   
ついて指定管理料の追加措置を行った。 

 


